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はじめに 

 

●本マニュアルは 2025 年 4 月より運用を開始する電子投稿・査読システム（ScholarOne 

Manuscripts 版）のマニュアルです。電気学会論文誌の査読に関わる事項は「電気学会論文誌

への投稿手引」（以下，投稿手引）（https://www.iee.jp/pub/contribution_guide/）に規定され

ていますので，投稿手引を熟読の上，本マニュアルをご利用ください。 

 

●電子投稿・査読システム（ScholarOne Manuscripts 版）（以下，本システム）を利用するには，

本システム専用のアカウントが必要です。アカウント取得方法は「アカウント作成・パスワー

ド確認・登録変更マニュアル」をご覧ください。 

 

●本システムのプラットフォームである ScholarOne Manuscripts は Silverchair 社（アメリカ）

により提供されています。そのため，システム内部の時間はアメリカ東部標準時（EST）で管理

されています。一方，電気学会は日本に所在しているため，システムの画面上の時間は日本標

準時（JST）で表示されています。 

このようにシステム内部と画面上で使用する標準時が異なるため，システムが処理する時間と

画面上に表示される時間に誤差が生じ，リマインダメールの配信日等が日本在住の方が思う日

とずれることがあります。その点をあらかじめご了承の上，本システムをご利用ください。 

 

 

 

 

 

なお，掲載論文に記載される原稿の「受付日」および「再受付日」は日本標準時（JST）での日

付となります。 

 

●電子投稿・査読システムから発信されるメールのメールアドレスは 

onbehalfof@manuscriptcentral.com 

となります。このメールアドレスを受信できるよう設定の上，本システムをご利用ください。 

 

●本システムでは，採否が決定した原稿，期限を過ぎても提出されない原稿の PDF を一定期間で

アーカイブすることで，システムが使用するサーバの容量を節約します。アーカイブされると

システム上で投稿原稿の PDF を確認することができなくなりますので，原稿データは必ず著者

自身のお手元で保存してください。 

 

●本マニュアルはデモサイトを利用して作成していますので，一部，本システムの表示と異なる

場合があります。  

画面に表示されるすべての日付（投稿日，査読期限，再提出期限等）：日本標準時（JST） 

メールに表示（差込）されるすべての日付：アメリカ東部標準時（EST） 

修正原稿提出期限，リマインダ，アーカイブの処理日時：アメリカ東部標準時（EST） 

 

https://www.iee.jp/pub/contribution_guide/
https://www.iee.jp/wp-content/uploads/honbu/s1m-man/acount.pdf
https://www.iee.jp/wp-content/uploads/honbu/s1m-man/acount.pdf
mailto:onbehalfof@manuscriptcentral.com
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初回投稿 

 

1．本システムにログインし，「ホーム」画面のメニューで「著者」をクリックしてください。 

 

 

 

2．著者ダッシュボードから「新規投稿の開始」を選択して，「投稿の開始」をクリックしてくだ

さい。 
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3．投稿画面が表示されます。手順 1 では，まず投稿する論文誌を選択してください。論文誌を選

択すると，自動的にタイトル，要旨，投稿種別，特集名を入力または選択する欄が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

論文誌を選択すると「タイトル」

「要旨」「投稿種別」「特集名」の

入力，選択画面が表示されます。 
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4．タイトル，要旨，投稿種別，特集名を入力，選択してください。 

 

 

 

 

  

   をクリックすると，簡単な

入力説明が表示されます。 

日本語論文の場合は日本語

タイトル，英語論文の場合

は英語タイトルを入力して

ください。 

投稿原稿に記載している英語の Abstract を

入力してください。 

なお，論文および資料の場合 150〜200 語

以内，研究開発レターの場合 100 語程度と

投稿手引で規定されています。 

「一般論文」とその時点で投稿可能な特集

名が表示されます。特集号に投稿する場合

は当該特集名を，そうでない場合は「一般

論文」を選択してください。 
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5．手順 2 では，画面上部の説明に従って，投稿原稿の原稿ファイル（PDF）をアップロードして

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ご自身の PC 上等に保存して

いる投稿原稿（PDF）を選択

して，右下の「選択したファ

イルのアップロード」ボタン

をクリックしてください。 

既発表の原稿や「前回の受付

番号および返送理由あるいは

照会内容とそれに対する回答

文」をアップロードすること

ができます。「ファイルの内

容」はいずれの場合も「本

文」を選択してください。 

ファイルをアップロードす

ると「ファイル」欄にこの

ように表示されます。ファ

イル名をクリックすると，

アップロードしたファイル

の内容を確認できます。 
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6．手順 3 では，画面上部の指示に従って，原稿中に記載されている「キーワード」を入力した後，

投稿原稿の「カテゴリー（分野）」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

投稿原稿の該当する分野を

選択して登録してくださ

い。スクロールすることで

投稿論文誌が対象とする分

野が表示されます。ひとつ

の分野を選択するごとに

「リストから追加」ボタン

をクリックしてご登録くだ

さい（複数の分野をまとめ

て登録することはできませ

ん）。 
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7．手順 4 では，連絡先となる著者を登録してください。ここで登録された方にシステムから各種

通知メールが届きます。 
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8．手順 5 では，貴原稿を査読するのに適切と思われる方がいる場合，登録することができます。

ただし，査読者候補は参考としてお伺いするもので，その方に必ず査読を依頼するというわけ

ではありません。査読者はあくまで論文委員会が選定します。 

特に査読者候補がいない場合は，空欄のまま進んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「査読者の追加」ボタンを

クリックすると，査読する

のに適切と思われる方の氏

名，E-mail アドレスを入力

する画面が表示されます。

なお，こちらで登録した情

報によって，本システムの

アカウントが勝手に生成さ

れることはありません。 
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9．手順 6 では，研究会推薦書や国際会議論文の講演番号等，事務局や論文委員会への連絡事項や

投稿にあたっての確認事項を入力してください。「カバーレター」欄には査読にあたって必要な

内容のみ入力するものとし，挨拶等の入力は不要です。「カバーレター」欄の入力後，投稿にあ

たっての確認事項にご回答ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国際会議論文の講演番号等

はこちらのテキスト欄に入

力してください。 

研究会推薦書等，投稿時に

提出しなければならない書

類がある場合は，「ファイ

ルの選択」をクリックして

ご自身の PC 等に保存され

ている書類（PDF）を選択

し，「ファイルの添付」ボ

タンをクリックしてアップ

ロードしてください。 

「はい」をチェック

して投稿を完了した

ことをもって，それ

ぞれの項目に同意お

よび確認したものと

します。 
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10．手順 7 では，入力した内容を確認してください。確認後，問題がなければ「提出」ボタンを

クリックすると投稿が完了します。 

 

 

 

 

（中略） 

PDF プルーフとは査読者が査読時に

確認する PDF です。次ページに示す

ように，自動で表紙が生成され，そ

のあとに手順 2 でアップロードした

ファイルが添付されます。「PDF プル

ーフの表示」から PDF プルーフを確

認すると，「提出」ボタンがオンにな

ります。 
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【「PDF プルーフの表示」ボタンをクリックすると表示される画面】 

 

 

【PDF プルーフの表示を閉じると表示される「プルーフの表示」欄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

投稿原稿のタイトルが

表示されます。 

投稿論文誌，著者名，キ

ーワード，カテゴリーが

表示されます。 

手順 2 でアップロードした

ファイルが表示されます。 

PDF プルーフを確認すると「PDF

プルーフの表示」ボタンの前にチ

ェックマークが付きます。 

「提出」ボタンがオンに

なります。クリックする

と以下の「提出」画面が

ポップアップします。 

「はい」ボタンをクリック

すると投稿が完了します。 
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初回投稿の不備再投稿 

 

1．投稿内容に不備があった場合，「[IEEJ] Request for Manuscript Correction」というタイトル

のメールが届きます。修正事項はこのメール中に記載していますので，ご確認ください。直近

の連絡であれば，システム内「著者ダッシュボード」の「最近の E-mail５件」からも確認する

ことができます。 

 

 

2．再投稿の準備が整いましたらシステムにログインし，ホーム画面で「著者」メニューをクリッ

クし，「著者ダッシュボード」の「未投稿論文（未提出）」を選択してください。この一覧から不

備修正する原稿の「再開」をクリックしてください。 

 

 

 

 

3．「再開」をクリックした後に表示される投稿画面左の「論文投稿」メニューより修正する手順

を選択して修正した後，手順 7 で再度「PDF プルーフの表示」で投稿原稿を確認の上，「提出」

ボタンをクリックしてください。なお，30 日以内に再投稿されなかった場合，投稿は削除され

ます。30 日以上経過してから再投稿する場合は，新規投稿し直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

修正する内容の手順を 

クリックしてください。 
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再提出（判定BまたはCで照会された場合） 

 

1．判定 B または C の場合，編修会議議長は著者に「照会」します。照会事項はメールでお送り

しますので，「[IEEJ] Review Result from IEEJ」というタイトルのメールが届きましたら，内容

をよくご確認ください。 

照会事項はシステム内でも確認することができます。「ホーム」画面で「著者」を選択し，「著

者ダッシュボード」から「査読済み論文」にアクセスしてください。 

修正済原稿を提出する「再提出期限日」も「査読済み論文」で確認することができますが，「は

じめに」で述べたように標準時のずれがありますので，表示日の日本時間正午を目途としてく

ださい。 

なお，再提出期限日を過ぎると自動的に「修正論文を作成」リンクが消え，再提出できなくな

りますので，ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「採否通知を見る」をクリック

すると，照会事項メールを確認

することができます。 

再提出の期限日は「期限」に表示

されています。この日の正午まで

を目途に再提出してください。 
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2．照会に対する回答文を作成するとともに，照会に応じて修正した修正済原稿が準備できました

ら，システムから提出します。「著者ダッシュボード」の「査読済み論文」から当該原稿を表示

し，「操作」欄で「修正論文を作成」をクリックしてください。 

 

 

 

3．「修正論文を作成」をクリックすると，以下の表示がポップアップしますので，「修正論文を作

成」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「修正論文を作成」をクリックした後，再提出作業を一時中断すると，当該原稿は「著者ダッ

シュボード」の「修正論文（未提出）」に移り，「再開」をクリックすると再提出作業を再開する

ことができます。  
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4．再提出画面が生成されますので，画面上部の説明に従って，照会に対する回答文や修正済原稿

を登録するとともに，システムの登録内容を修正します。 

手順 1 では，画面上部の説明に従って，照会に対する回答を登録してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

照会事項を通知するメールが

表示されますが，PDF の照会

事項は表示されません。 
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5．手順 2 では，タイトルおよび要旨（Abstract）を登録します。前回投稿時のタイトルおよび要

旨が表示されていますので，変更がある場合のみ修正してください。変更がない場合は「保存

して進む」ボタンをクリックしてください。 

なお，種別（投稿論文誌）では初回投稿で選択した論文誌が選択されていますが，この論文誌

は絶対に変更しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

前回投稿時のタイトルや要旨

が表示されていますので，上

書き修正してください。 
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6．手順 3 では，修正済原稿をアップロードします。「ファイル」欄には前回投稿時のファイルが

すでにアップされていますので，「すべてのファイルを削除」をクリックして削除した上で，修

正済原稿の PDF をアップロードしてください。 

※初回投稿時にアップロードした既発表原稿等はアップロードする必要はありません。修正済

原稿のみをアップロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

前回投稿時のファイルがアッ

プされていますので，「すべ

てのファイルを削除」をクリ

ックして削除した上で，「フ

ァイルのアップロード」で修

正済原稿をアップロードして

ください。 
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7．手順 4 では，キーワードとカテゴリー（投稿原稿の分野）を登録します。それぞれ前回投稿時

のキーワード，カテゴリーが表示されていますので，変更がある場合のみ修正してください。

変更がない場合は「保存して進む」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

前回投稿時のキーワード，

カテゴリーが表示されてい

ますので，変更がある場合

は修正してください。 
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8．手順 5 では，連絡先となる著者を登録します。前回投稿時に登録した著者が表示されています

ので，変更がある場合のみ修正してください。変更がない場合は「保存して進む」ボタンをク

リックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

前回投稿時の連絡先著者が

表示されています。変更が

ある場合は修正してくださ

い。 
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9．手順 6 では，入力した内容を確認します。確認後，問題がなければ「PDF プルーフの表示」よ

り修正済原稿を確認の上，「提出」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「PDF プルーフの表示」

ボタンをクリックして，査

読者が確認する修正済原稿

を確認してください。 

PDF プルーフを確認すると

「提出」ボタンがオンにな

りますので，クリックして

再提出を完了してくださ

い。 

受付番号（Manuscript ID）は再提出

の場合，初回で付与された受付番号に

「R1」が付されます。再々提出の場

合は「R2」，再々々提出の場合は

「R3」が付されます。 
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再提出の不備再提出 

 

1．再提出内容に不備があった場合，「[IEEJ] Request for Manuscript Correction」というタイト

ルのメールが届きます。修正事項はこのメール中に記載していますので，ご確認ください。 

直近の連絡であれば，システム内「著者ダッシュボード」の「最近の E-mail５件」からも確認

することができます。 

 

 

2．再提出の準備が整いましたらシステムにログインし，ホーム画面から「著者」メニューをクリ

ックして「著者ダッシュボード」の「修正論文（未提出）」を選択してください。この一覧から

不備修正する原稿の「再開」をクリックしてください。なお，不備再提出の期限は「期限」に表

示されています。この期限を過ぎると再提出できなくなりますので，ご注意ください。 

 

 

 

3．「再開」をクリックした後に表示される投稿画面左の「論文投稿」メニューより修正する手順

を選択して修正した後，手順 6 で再度「PDF プルーフの表示」で修正済原稿を確認の上，「提

出」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

修正する内容の手順を 

クリックしてください。 
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査読状況の確認／共著論文の確認 

 

事務局受付待ち，査読作業中の原稿の状況は「著者ダッシュボード」の「投稿済み論文」から確

認することができます。現在の状況のみが表示されます。 

 

査読が完了した原稿の査読結果は「著者ダッシュボード」の「査読済み論文」から確認すること

ができます。 
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共著者として登録された原稿の状況は「著者ダッシュボード」の「共著論文」から確認すること

ができます。 
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投稿の取り下げ 

 

投稿を取り下げる場合は，下記①～④をご明記の上，当該原稿を投稿したメールアドレスより，

電気学会編修出版課・論文誌受付担当（toko@iee.or.jp）に電子メールでご連絡ください。編修出

版課にて取り下げ操作を行います。 

 

①原稿の受付番号 

➁原稿のタイトル 

③原稿の著者 

④取り下げる理由 

 

※当該原稿を投稿したメールアドレスからの連絡ではない場合，原則として取り下げを承ること

はできません。 

※システム内でご自身で取り下げ操作を行うことはできません。 

 

 

 

 

最終原稿の提出 

 

最終原稿は別途構築した「著者校正システム」でご提出いただきます。提出いただく準備が整い

ましたら，掲載が決まった原稿の連絡先著者に「著者校正システム」より電子メールでご連絡し

ますので，そのメールの案内に従ってご提出ください。 

 

mailto:toko@iee.or.jp

